
【国H28補正予算事業】

選択回答 選択回答 選択回答 選択回答

② ④ ⑥

実績額 2020年度終了後における実績値

単位：円 単位 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 実績値 最も大きな理由 次に大きい理由 左記を選択した理由 事業効果 理由 事業の評価 外部有識者からの意見 今後の方針 今後の方針の理由

指標①
陸上競技場、アーチェリー場、テ
ニスコートの利用者数

人 34,315 0 3,760 3,760 3,760 3,760 (2020) 49,355 25,487

指標②
陸上競技場、アーチェリー場、テ
ニスコートの県外障害者の利用
者数

人 320 0 32 32 32 32 (2020) 448 86

指標③
全国大会や関東大会等の大会
誘致数

回 0 0 1 1 1 1 (2020) 4 0

指標① 長野原町・嬬恋村観光消費額 百万円 11,216.38 336.49 336.49 336.49 336.49 336.49 (2020) 12,898.83 13,581.00

指標② 浅間家畜育成牧場来場者数 人 310,000 0 10,333 10,333 10,334 10,333 (2020) 351,333 369,288

指標③ 長野原町・嬬恋村観光入込客数 千人 3,022.4 59.8 59.8 59.8 59.8 59.8 (2020) 3,321.4 3,078.8

指標① キュウリ年間販売額 百万円 14,156.8 0.0 379.2 379.2 379.2 189.6 (2020) 15,484.0 16,834.0

指標② トマト年間出荷量 ｔ 19,990 0 1,170 1,170 1,170 500 (2020) 24,000.00 18,900.00

指標③ アジサイ出荷量 千鉢 225 11 11 11 12 12 (2020) 282.00 272.00

指標① 上州地鶏出荷額 千円 27,820 0 6,955 6,955 6,955 6,955 (2020) 55,640 42,912

指標② 上州地鶏生産羽数 羽 20,000 0 5,000 5,000 5,000 5,000 (2020) 40,000 30,850

地方創生拠点整備交付金に係る事業評価について

　（各交付対象事業の重要業績評価指標（KPI）の実績値等）
選択回答

No

① ③

本事業における重要業績評価指標（KPI）

⑤ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

交付対象事業の名称・施設の名称等
事業実施計画
の申請時点
での当初値

実施計画の申請時点での目標値 目標値未達の場合の理由 自己評価 外部有識者からの評価（案） 今後の県の事業展開の方向性（暫定）

指標
2020年度終了時点の目標値

*開始前実績値＋KPI増加分の
合計

③地方創
生に効果
があった

・KPIの目標値は達成で
きていないが、本事業を
実施したことで陸上競技
場の４種の認定を受け
ることができた。新型コ
ロナ等の影響により目
標を達成することはでき
なかったが、本事業を実
施したことで一定の効果
はあった。

（本事業
が地方
版）総合
戦略の
KPI達成
に有効で
あった

・新型コロナウイルス感
染症の影響や高齢者の
施設利用料有料化に伴
い、利用者数が減少した
ものと思われる。
・陸上競技場４種認定に
より障害者スポーツの公
式大会開催が可能に
なった。引き続き障害者
スポーツの拠点施設とし
て利用者の定着・増加に
努めていただきたい。

③事業の
継続（事
業変更を
伴わない
継続）

・利用者の定着や増加
を目標に継続して事業を
実施していく。

1

障害者スポーツ拠点整備　　【ふれあいスポーツプ
ラザ】

373,252,600 ③その他
①外的要
因

・新型コロナの影響によ
り施設の一時閉館や利
用人数の制限等を行っ
たため。
・令和元年度に高齢者を
有料化したため。

　・陸上競技場の改修（第４種公認取得）
　・アーチェリー場の拡幅（国際大会等対応）
　・テニスコートの改修（車いすテニス対応）

②地方創
生に相当
程度効果
があった

・観光入込客数のＫＰＩに
おいて、目標を達成でき
なかったが、９割を超え
る実績となった。今後も
牧場及び周辺地域が連
携を強化することによ
り、更なる観光振興が図
られると考えられる。

（本事業
が地方
版）総合
戦略の
KPI達成
に有効で
あった

・KPIの目標値は未達も
９割超の実績である。ま
た、牧場来場者数及び
観光消費額は目標値を
達成しており、観光資源
の活用が図られていると
思われる。
・継続性を持たせた事業
として引き続き取り組ん
でいただきたい。

③事業の
継続（事
業変更を
伴わない
継続）

・浅間牧場においては、
来場者の増加に伴い、
遊歩道防護柵や多目的
トイレ整備を進め、来場
者の更なる利便性向上
を図る。

2

浅間高原地域拠点整備　【浅間家畜育成牧場】

148,344,480
①外的要
因

③その他

・浅間山及び白根山の
噴火警戒レベル引上げ
が、浅間山周辺への観
光に影響し、観光入込
客数の増加が鈍化した
と思われる。

　・牧場内を周遊できる遊歩道整備
　・売店兼情報提供施設整備
　・避難兼休憩施設整備

③地方創
生に効果
があった

(キュウリ）これまでに試
験で得られた技術成果3
本をとりまとめており、生
産者の技術向上に寄与
した。
(トマト)指導員向けに多
収技術情報の提供を行
い、技術の向上に一定
の効果があった。
(アジサイ）KPIの目標値
は達成できていないが、
本事業を実施したことで
アジサイの育種が進み、
県内花き産地の振興に
一定の効果があった。

（本事業
が地方
版）総合
戦略の
KPI達成
に有効で
あった

・当初値と比較し各KPI
の上昇が見られるなど、
生産技術の向上が図れ
たことが伺える。
・販売高、生産量の増大
は、生産技術の向上、施
設整備に加えて、出荷
調整・集出荷業務の共
同化・効率化も重要な要
素であると思います。
・野菜生産振興、技術開
発に向けた取組を継続
していただきたい。

③事業の
継続（事
業変更を
伴わない
継続）

（キュウリ・トマト）県の野
菜生産振興に役立てる
ため、整備された拠点
(ハウス施設)を継続利用
し、生産者が利用しやす
い増収技術の開発を行
う。
（アジサイ）新品種を育
成するなど、花き生産者
の栽培意欲を向上させ
る取組を実施していく。

3

野菜・花きの総合研究拠点整備　【農業技術セン
ター】

185,690,440
①外的要
因

③その他

(トマト)申請時点より作
付け面積が減少し、天
候不順などにより反収が
減ったため、目標値未達
となった。

(アジサイ）新型コロナウ
イルス感染拡大に伴い、
各種のイベントが中止と
なり、花きの需要が大幅
に減少したため。

　・キュウリ栽培試験研究用温室整備
　・トマト栽培試験研究用温室整備
　・花き温室機能強化整備

0.00 6,500 6,500 13,000 13,000 04

内水面水産研究拠点整備　【水産試験場箱島養鱒
センター】

7,686,520 指標① ハコスチ生産額 千円

　・ハコスチ（遊漁ニジマス）養魚池の整備
③地方創
生に効果
があった

・本事業を実施したこと
で、群馬県にしかいない
ハコスチを活用し、地域
に人を呼び込むこと等が
でき、地方創生に資する
一定の寄与があったた
め。

（本事業
が地方
版）総合
戦略の
KPI達成
に有効で
あった

・県内特有のハコスチを
活用した取組により、高
評価の養魚池施設を実
現させるなど、事業効果
が認められる。
・効率かつ安定した生産
方法の実現に向けた取
組を進めていただきた
い。

③事業の
継続（事
業変更を
伴わない
継続）

・今後も養魚池を有効に
活用することで、種苗生
産の効率・安定化を図
り、、増産と優良種苗の
供給に向けた取組を継
続実施していく。

(2020) 39000 21,580 ③その他 ③その他

・一部の養殖場で稚魚
期に魚病が発生し、飼
育魚が壊滅的に死亡し
てしまったことが挙げら
れる。釣り場において高
評価を得ており、人気は
確実に向上しているが、
より効率的・安定的な生
産方法に関し、不十分な
点があることも要因の一
つである。

③地方創
生に効果
があった

　KPIの目標は達成でき
ていないが、本事業を実
施したことで、種卵生産
の効率化に一定の効果
があった。また、国内で
鳥インフルエンザが多発
したが、防疫強化により
発生を防げた。

（本事業
が地方
版）総合
戦略の
KPI達成
に有効で
あった

・当初値と比べ、各KPI
は上昇している。また種
卵生産の効率化や、鳥
インフルエンザの防疫強
化による発生防止がみ
られ、事業の効果が認
められる。
・上州地鶏の魅力発信
により、認知度向上を図
り、一層のブランド力向
上に取り組んでいただき
たい。

③事業の
継続（事
業変更を
伴わない
継続）

・今後も施設を利用し地
鶏の生産を継続してい
く。

5

養鶏研究拠点整備　【畜産試験場】

39,312,000 ③その他
①外的要
因

・新型コロナの影響によ
り、地鶏肉の消費が低
迷し、需給バランス取る
ために生産調整をしたた
め。

　・効率的・衛生的に飼育管理を行うための鶏舎
機能強化
　・鳥インフルエンザ等対応のための養鶏エリア
防疫強化



② ④ ⑥

実績額 2020年度終了後における実績値

単位：円 単位 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 実績値 最も大きな理由 次に大きい理由 左記を選択した理由 事業効果 理由 事業の評価 外部有識者からの意見 今後の方針 今後の方針の理由

No

① ③

本事業における重要業績評価指標（KPI）

⑤ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

交付対象事業の名称・施設の名称等
事業実施計画
の申請時点
での当初値

実施計画の申請時点での目標値 目標値未達の場合の理由 自己評価 外部有識者からの評価（案） 今後の県の事業展開の方向性（暫定）

指標
2020年度終了時点の目標値

*開始前実績値＋KPI増加分の
合計

指標① 商品化件数 件 0 0 0 3 3 4 (2020) 10 10

指標② 共同研究による特許等出願件数 件 0 0 0 2 2 2 (2020) 6 7

指標① 観光消費額 億円 1,844 18 19 19 20 19 (2020) 1,939
９月確定

予定

指標② 外国人宿泊者数 万人 14.9 1.3 1.3 1.3 1.2 1.3 (2020) 21.3 7.1

指標③ 県内ＤＭＯ設立件数 地域 4 2 1 1 1 1 (2020) 10 10

指標① ミュージアムショップ売上高 千円 15,000 0 5,000 10,000 10,000 10,000 (2020) 50,000 ▲ 13,064

指標② シルク製品取扱品目数 品目 300 0 50 50 50 50 (2020) 500 189

指標③ 日本絹の里来館者数 人 42,000 0 2,000 3,000 3,000 2,000 (2020) 52,000 27,317

指標①
フラワーステーション及び軽食物
販スタンドの売上高

千円 0 0 26,600 26,600 9,150 9,150 (2020) 71,500 19,385

指標②
ぐんまフラワーパークの入園者
数

人 286,000 0 1,500 3,000 3,000 3,000 (2020) 296,500 141,558

指標① リンゴ販売金額 万円 311,320 1,410 1,410 1,410 1,448 1,410 (2020) 318,408 213,035

指標②
県内のリンゴ生産に県育成品種
が占める割合

％ 43.0 0.0 0.0 1.0 1.0 1.0 (2020) 46.0 40.9

指標③
県育成品種登録数（品種登録出
願含む）

件 7 0 0 0 0 1 (2020) 8 8

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 30,000.006

優良種苗研究拠点整備（カラマツ）　【林業試験場】

18,036,000 指標① カラマツ苗木の生産額 千円

　・カラマツ挿木増殖のためのガラス温室新設
③地方創
生に効果
があった

・種子の確保が難しい場
合、さし木による増殖方
法でカラマツ苗木の安定
的な体制が確立された
ため。

（本事業
が地方
版）総合
戦略の
KPI達成
に有効で
あった

・安定的な苗木生産体
制の確立により、最適な
時期でのさし木が可能と
なることから事業の効果
はあると伺える。
・引き続き技術確立に向
けた取組を進めていた
だきたい。

⑤予定通
り事業終
了

・さし木による増殖方法
は確立され、普及活動も
一定の効果があった。
なお、施設はコンテナを
利用した育苗技術の確
立に向けて活用する。

(2020) 30,000.00 0.00 ③その他
①外的要
因

カラマツ苗木は、通常種
子から苗木を生産してい
るが、種子の確保は豊
凶等外的要因に大きく
左右される。
近年、種子が確保されて
おり、さし木による増殖
に取り組む生産者がい
なかったため、温室を使
用した研究は実施したも
のの、生産額には結び
つかなかった

①地方創
生に非常
に効果的
であった

・オープンイノベーション
ルームを商品化会議等
に利用した結果、指標①
商品化件数は目標値に
到達した。指標②特許
等出願件数についても、
クリーンルームを活用し
た共同研究による特許
出願を行い、目標値に
到達した。

（本事業
が地方
版）総合
戦略の
KPI達成
に有効で
あった

・KPIを達成しており、事
業の効果が認められる。
・今後も両施設を有効に
活用し、繊維産業の振
興や地域経済の活性化
に取り組んでいただきた
い。

③事業の
継続（事
業変更を
伴わない
継続）

・2020年度も良好な実績
となったことにより、今後
も引き続きオープンイノ
ベーションルーム及びク
リーンルームを有効活
用し、繊維産業の高度
化を推進する。

7

繊維産業高度化のためのオープンイノベーション創
出拠点整備
【繊維工業試験場】

134,506,440 ・KPIを達成

　・オープンイノベーションルーム等の整備
　・クリーンルームの新設整備

③地方創
生に効果
があった

・ＫＰＩの目標値は達成し
ていないが、稜線トレイ
ルの利用者数は増加さ
せることができた。

（本事業
が地方
版）総合
戦略の
KPI達成
に有効で
あった

・コロナ禍により観光客
全体が減少する中、稜
線トレイル利用者数の増
加したことから一定の事
業効果が伺える。
・観光資源として更なる
魅力向上につながる取
組を推進していただきた
い。

③事業の
継続（事
業変更を
伴わない
継続）

・稜線トレイル全体の安
全対策を行いながら、更
なるＰＲや誘客手法の検
討を進める。

8

ぐんま県境稜線トレイル整備　【ぐんま県境稜線トレ
イル】

32,512,840
①外的要
因

③その他
・新型コロナの影響によ
り、旅行者が減少したた
め。

　・未開通区間の測量
　・新たな登山道の整備

③地方創
生に効果
があった

・ＫＰＩの目標値は達成で
きていないが、純国産絹
製品の販売等を通じて
「絹の国ぐんま」の魅力
発信につながった。

（本事業
が地方
版）総合
戦略の
KPI達成
に有効で
あった

・新型コロナウイルス感
染症の影響による施設
利用の停止や、制限に
より売上高・来館者数が
減少。
・絹の魅力を伝える取組
を実施していただきた
い。

③事業の
継続（事
業変更を
伴わない
継続）

・今後も情報発信を通
じ、純国産絹製品の販
売等を行う拠点施設とし
て利用者の増加を促進
し、自立したミュージア
ムショップとして運営して
いく。

9

蚕糸絹業情報発信拠点整備　【日本絹の里】

81,681,352
①外的要
因

③その他

・新型コロナの影響によ
り、一時期施設の利用を
停止し、再開後も入館制
限を行ったため。
・売上の減少に伴い、取
扱品目（在庫）の抑制を
行ったため。

　・日本絹の里・ミュージアムショップ増設

③地方創
生に効果
があった

・目標値には達しなかっ
たが、情報発信や県産
品の販売など、地域の
消費拡大、地域の活性
化が図れた。

（本事業
が地方
版）総合
戦略の
KPI達成
に有効で
あった

・目標達成に向けては、
情報発信の強化が必要
である。
・地域の魅力を活用した
取組を推進していただき
たい。

③事業の
継続（事
業変更を
伴わない
継続）

・今後、更なる商品開発
や農産物・物産品の取
扱増などに取り組み、更
なる来園者増と地域の
魅力の向上、発信など
地域の活性化を促進し
ていく。

10

花と緑の観光拠点整備　【ぐんまフラワーパーク】

93,345,444 ③その他
①外的要
因

・情報発信や県産品の
販売等により、入園者数
や売上の向上に努めた
が目標値には達成しな
かった。
・外的要因としては、４～
５月に新型コロナ感染防
止のため休園したこと
や、営業再開後も花火
大会等の集客イベントを
中止したことで入園者数
が前年比64％に減少、
売上に影響を受けた。

　・フラワーステーション（花苗等販売・情報発信）
の整備
　・軽食物販スタンドの整備

③地方創
生に効果
があった

・KPIの目標値は達成で
きていないが、本事業を
実施したことで、新品種
「紅鶴」を中心とした生産
販売振興が関係機関の
連携のもとに行われ、新
植や品種更新の機運が
高まっている。県育成品
種の割合は目標値の約
9割である。

（本事業
が地方
版）総合
戦略の
KPI達成
に有効で
あった

・新品種の生産販売振
興による品種改新の機
運上昇や、県育成品種
割合が目標値の約９割
であるなど、事業の一定
の効果が認められる。
・県産品の普及に引き続
き取り組んでいただきた
い。

③事業の
継続（事
業変更を
伴わない
継続）

・果樹経営支援対策事
業による県育成品種へ
の更新をすすめるととも
に、県オリジナル品種の
品種登録、普及にむけ
調査を継続する。

11

リンゴ研究拠点整備　【中山間地園芸研究セン
ター】

2,779,455
①外的要
因

③その他

・近年の生産環境の急
激な変化により病害虫
（主にカメムシ類）が多
発し、リンゴの可販収量
が減少、販売金額の低
下に繋がった。県育成品
種の導入割合は国庫事
業等による改植がすす
んでいるものの伸び悩
んでいる状況である。

　・効率的なリンゴ新品種選抜の為の果樹育成圃場整備



② ④ ⑥

実績額 2020年度終了後における実績値

単位：円 単位 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 実績値 最も大きな理由 次に大きい理由 左記を選択した理由 事業効果 理由 事業の評価 外部有識者からの意見 今後の方針 今後の方針の理由

No

① ③

本事業における重要業績評価指標（KPI）

⑤ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

交付対象事業の名称・施設の名称等
事業実施計画
の申請時点
での当初値

実施計画の申請時点での目標値 目標値未達の場合の理由 自己評価 外部有識者からの評価（案） 今後の県の事業展開の方向性（暫定）

指標
2020年度終了時点の目標値

*開始前実績値＋KPI増加分の
合計

指標① こんにゃくいもの販売額 万円 922,645 61,668 35,678 35,678 35,678 0 (2020) 1,091,347 638,042

指標②
コンニャク栽培面積5ha以上の農
家数

戸 168 33 33 33 33 5 (2020) 305 177

指標③
コンニャク栽培面積に占める出
荷面積の割合

％ 57.0 0.0 0.0 1.0 1.0 1.0 (2020) 60.0 60.1

指標①
遺伝子組換えカイコ(高機能シル
ク）繭の販売額

千円 2,408 792 2,400 6,400 8,000 0 (2020) 20,000 0

指標② 養蚕経営体一戸あたり繭生産量 ｋｇ 346 34 20 50 50 0 (2020) 500 349

指標③ 群馬オリジナル蚕品種等普及率 ％ 53.0 4.0 3.0 3.0 2.0 0.0 (2020) 65.0 69.0

指標①
マルチ交流スペース（プラネタリ
ウム）観覧料収入

千円 3,648 0 30 50 50 50 (2020) 3,828 1,224

指標②
マルチ交流スペース（プラネタリ
ウム）観覧者数

人 41,250 0 200 500 500 500 (2020) 42,950 10,984

指標③ 来館者数 人 349,739 0 5,000 5,000 5,000 5,000 (2020) 369,739 50,757

③地方創
生に効果
があった

・KPIの目標値は達成で
きていないが本事業を
実施したことで、指標②
及び指標③は、微増な
いし横ばいであり、地方
創生には効果があった。

（本事業
が地方
版）総合
戦略の
KPI達成
に有効で
あった

・大規模農家数は当初
値と比べ、微増となって
いる。また、出荷面積に
ついては目標値を達成
しており、一定の効果が
認められる。
・本施設を活用し品質向
上に向けた取組を着実
に推進していただきた
い。

③事業の
継続（事
業変更を
伴わない
継続）

・コロナ・人口減少等に
よる消費低迷傾向があ
り、その低迷傾向を脱す
るためにも事業の継続
が必要であり、特性調
査、品種選抜を継続して
実施していく。

12

コンニャク研究拠点整備　【こんにゃく特産研究セン
ター】

9,730,476
①外的要
因

③その他

・こんにゃくいもの販売
単価は年次により変動
が大きいため、販売額
が減少したものと考えら
れた。

　・耐病性品種選抜用温室の整備

③地方創
生に効果
があった

・ＫＰＩの目標値を達成し
た指標もあり、養蚕業の
維持・継承に一定の効
果があったため。

（本事業
が地方
版）総合
戦略の
KPI達成
に有効で
あった

・目標値を達成したKPIも
あり、一定の効果は認め
られる。
・さらなる研究体制を強
化し、販売額や生産量
の増加に取り組んでい
ただきたい。

③事業の
継続（事
業変更を
伴わない
継続）

・組換えシルクの試作品
製作による需要喚起、新
規養蚕参入者の飼育規
模拡大を進め、繭生産
量を維持する。

13

蚕糸研究拠点整備　【蚕糸技術センター】

29,154,708
①外的要
因

・指標①については、企
業での製品開発が進ま
ず、農家での繭生産を
見送ったため。
・指標②については、高
齢の養蚕農家において
飼育規模の拡大が図れ
ないため。

　・ＧＭ蚕育蚕蚕室整備
　・ＧＭ蚕蚕種製造施設整備

③地方創
生に効果
があった

・目標値は達成できてい
ないが、本事業を実施し
たことにより、車椅子等
でのプラネタリウム鑑賞
に加え、マルチ交流ス
ペースを活用したプログ
ラムの実施により、利用
者の増加に一定の効果
があったため。

（本事業
が地方
版）総合
戦略の
KPI達成
に有効で
あった

・KPIは未達であるが、マ
ルチ交流スペースの整
備により施設の魅力向
上に一定の効果があっ
たと認められる。
・利用者のニーズを把握
し、マルチ交流スペース
を含め施設全体の満足
度向上に向けた取組を
推進していただきたい。

③事業の
継続（事
業変更を
伴わない
継続）

・マルチ交流スペースを
活用した優良なプログラ
ムの企画により、施設の
集客の柱として利用者
の増加に向けた取組を
継続していく。

14

交流拠点整備（ぐんまこどもの国児童会館）
【ぐんまこどもの国児童館】

20,031,840
①外的要
因

・新型コロナウイルスの
影響により、令和2年3月
2日から6月1日まで施設
の利用を停止したほか、
その後も入館者数に上
限を設けたため。

・プラネタリウムのマルチ交流スペース化



【国H29補正予算事業】

選択回答 選択回答 選択回答 選択回答 選択回答

② ④ ⑥

実績額
（総事業費）

2020年度終了後における実績値

単位：円 単位 2018年度 2019年度 2020年度 実績値 最も大きな理由 次に大きい理由 左記を選択した理由 事業効果 理由 事業の評価 外部有識者からの意見 今後の方針 今後の方針の理由

指標① 県産人工乾燥材生産量 千㎥ 39.0 0.0 1.0 1.0 (2020) 41.0 36.8

・木材加工技術センター整備 指標② 住宅・木材分野における研究開発支援件数 件 1 0 1 1 (2020) 3 3

指標① 江戸川系種苗の利用率 ％ 9.26 0.00 29.99 7.63 (2020) 46.88 69.1

・アユ屋内飼育棟施設整備 指標② アユ遊漁者の増加 人 33,200 0 800 700 (2020) 34,700 36,045

・飼料培養棟施設整備

指標① 農業産出額（キュウリ、イチゴ、切バラ） 億円 155 0 3 3 (2020) 161
2022年3月
公表予定

・環境制御装置を備えた野菜・花き・果樹栽培温室の整備 指標② 年間新規就農者数（45歳未満） 人 196 0 10 10 (2020) 216 173

指標①
産業技術センター
利用企業の経済効果

百万円 5,277 0 256 256 (2020) 5,789 5044

・高精度測定室整備 指標②
産業技術センター
依頼試験等収入額

百万円 160 0 7 7 (2020) 174 183

・新素材開発・分析ラボ整備 指標③
産業技術センター
技術相談件数

件 21,000 0 250 250 (2020) 21,500 19,475

・電波暗室整備

指標① 繭1,000㎏あたりの生産コスト削減 円 4,041,000 0 0 -44,100 (2020) 3,996,900 4,041,000

・桑葉乾燥粉末調整施設整備 指標② 実用飼育用GMカイコ作出数 種 0 0 0 1 (2020) 1 4

・人工飼料湿体調整施設整備 指標③ GMカイコ繭生産量 ㎏ 176.00 100.00 200.00 400.00 (2020) 876.00 46.6

・クリーンルーム整備

指標① 銃器によるシカ・イノシシ捕獲頭数 頭 7,257 0 60 360 (2020) 7,677 4,147

・大口径ライフル射撃施設整備 指標② 農林業被害額軽減 千円 609,933 0 -3,000 -31,200 (2020) 575,733 559,405

指標③ 尾瀬国立公園入山者数 人 284,390 0 0 4,120 (2020) 288,510 106,922

地方創生拠点整備交付金に係る事業評価について

（各交付対象事業の重要業績評価指標（KPI）の実績値等）

No

① ③ ⑤ ⑦ ⑧

指標
2020年度終了時点の目標値
＊開始前実績値＋KPI増加分

の合計

⑨ ⑩

交付対象事業の名称

本事業における重要業績評価指標（KPI）
事業実施計画
の申請時点で

の当初値

実施計画の申請時点での目標値 目標値未達の場合の理由 自己評価 外部有識者からの評価（案） 今後の事業展開の方向性（暫定）

・今後も県内企業への研究開発支
援を実施していく。

1

群馬県産材を利用した高次加工構造材技術開発拠点整備
【林業試験場木材加工技術センター】

68,368,000 ④不明 ④不明

・県産人工乾燥材生産量は、需給
動向等の要因によって増減すると
考えられる。2019年度終了時の実

績値は41.7千ｍ３であり、目標値を
上回っていることからもこの傾向が
伺える。

③地方創生に
効果があった

・本事業を実施したことで、主に県
内企業の研究開発支援を実施する
ことができた。また、試験材の材料
を供給する県内企業への支援を行
うことができた。

（本事業が地
方版）総合戦
略のKPI達成
に有効であっ
た

・一部KPIは目標値を達成するな
ど、一定の事業効果は認められる。
・継続した研究開発支援を通じ、県
産材の需要拡大につながる取組を
推進していただきたい。

③事業の継続
（事業変更を
伴わない継

続）

・冷水病耐性の強い江戸川系種苗
の利用は、河川における冷水病の
発生を抑制することができ、アユの
遊漁者の増加や地域振興に役立つ
ため、事業を継続する。

2

「ぐんまのアユ」復活に向けた冷水病耐性アユ「江戸川系」生産拠点
整備【水産試験場】

34,477,864 ・KPIを達成
①地方創生に
非常に効果的
であった

・江戸川系種苗の利用率は、施設
の整備を実施したことで種苗の生産
効率が上がり、目標値を上回る値と
なった。アユの遊漁者も目標値を上
回る値となった。

（本事業が地
方版）総合戦
略のKPI達成
に有効であっ
た

・いずれのKPIも目標値を達成して
おり、施設整備の効果が十分認め
られる。
・種苗生産効率のさらなる向上に向
けた取組を推進していただきたい。

③事業の継続
（事業変更を
伴わない継

続）

・引き続き、環境制御技術の習得及
び普及の場として、本校の学生指導
のみならず、県内生産者へも広く公
開し、新規就農者の確保はじめ、本
県農業の発展に役立てる。

3

ぐんまイノベーションファーム（次世代型園芸施設）整備事業
【県立農林大学校】

132,791,399 ③その他 ③その他

・2020年の農業産出額は、2022年3
月に公表される予定。（2019年実績
は、169億円）
・新規就農者数は、社会情勢の影
響を受け、年により若干変動してお
り、H30年度は215人、Ｒ１年度170
人、Ｒ2年度は173人であった。

②地方創生に
相当程度効果
があった

・本事業では、最先端の環境制御
技術を導入し、人材育成とともに県
内農業者への普及推進拠点とし
て、農業技術センターや関係団体と
も連携し、生産性の向上に取り組ん
でいる。
・施設整備後の視察者は、県内生
産者を中心に587名となっており、
関心の高さがうかがえる。また、施
設野菜及び花きにおける環境制御
技術導入農家戸数は、H30年度に
73戸だったものが、Ｒ2年度には、
124戸まで増加しており、産出額の
拡大に貢献している。
 ・このような魅力ある農業の発信に
より、野菜及び花き・果樹コースに
おける定員に対する充足率は、H28
年度から30年度までが、平均58％
だったのに対し、整備後の3カ年は
平均83％と、大幅に上昇しており、
県外からの入校生も、Ｒ1年度1名、
Ｒ2年度2名　Ｒ3年度1名と定着して
おり、次世代の担い手の確保に貢
献している。

（本事業が地
方版）総合戦
略のKPI達成
に有効であっ
た

・指標①については未公表である
も、前年実績を鑑みると、目標値を
上回る可能性がある。
・指標②については、雇用環境等に
よる社会情勢に影響される面があ
るものの、本事業による整備により
魅力ある農業を発信したことによ
り、野菜及び花き・果樹コースの定
員に対する充足率が上昇し、また県
外からの入校生が定着しつつある
など、一定の効果があると認められ
る。
・新規就農者数は社会・経済情勢に
よっても変わる。農林大学校で、先
進の施設で技術を実践できること
は、将来の農業者育成上、特に重
要である。新規就農者支援につい
て引き続き充実を図っていただきた
い。

③事業の継続
（事業変更を
伴わない継

続）

・本事業による施設・機器整備は
H30年度内に完了しており、整備事
業としては終了。
・今後も整備した施設、機器を活用
して技術支援を行うことで、地域企
業における技術支援拠点として、地
域産業の発展に寄与していく。

4

ものづくり産業高度化のためのイノベーション拠点整備
【産業技術センター】

572,990,876 ①外的要因 ③その他

・KPI①利用企業の経済効果：新型
コロナによる企業の経営状況悪化
等の影響が考えられる。
・③技術相談件数：新型コロナの影
響により、センターの利用制限（機
器開放中止や来所制限等）を行っ
たため。

②地方創生に
相当程度効果
があった

・KPI②依頼試験等収入は、目標値
を達成した。KPI①③は目標値を上
回ることはなかったものの、9割程度
達成している。
・新型コロナの影響で、センターの
利用制限や手数料減免等を実施し
た中でも、整備した施設・機器を活
用して企業への支援を継続し、収入
額の目標値は達成しており、相当程
度の効果があった。

（本事業が地
方版）総合戦
略のKPI達成
に有効であっ
た

・指標②については目標値を達成し
ている。指標①と③においても目標
値の約９割を達成しており一定の効
果は認められる。
・技術支援を通して、相談が企業の
経済効果に結びつく取組を推進して
いただきたい。

⑤予定通り事
業終了

・繭生産コストの削減や付加価値の
高い繭生産のため、低コスト人工飼
料の開発とＧＭカイコの飼育拡大に
向けた取組を実施していく。

5

蚕糸業活性化に向けた蚕用人工飼料製造及び周年養蚕研究拠点整
備
【群馬県稚蚕人工飼料センター】

292,875,000 ①外的要因

・指標➀については、繭生産コスト
削減のため、低コスト人工飼料の開
発を実施中。
・指標③については、企業での製品
開発が進まず、高機能シルクを生
産するＧＭカイコの飼育が実施され
なかったため。

③地方創生に
効果があった

・実用飼育可能なＧＭカイコ品種数
の増加により、飼育量、繭生産量の
拡大が期待できる。

（本事業が地
方版）総合戦
略のKPI達成
に有効であっ
た

・指標①、②については目標値を達
成しており、整備の効果が認められ
る。
・蚕糸業の活性化に向け、高付加価
値の繭生産やコスト削減などに取り
組んでいただきたい。

③事業の継続
（事業変更を
伴わない継

続）

・今後もライフル射撃場の早期利用
開始に向け、必要な手続きを進めて
いく。

6

地域資源を守る野生鳥獣捕獲の担い手確保拠点整備
【クレー射撃場への併設】

241,111,000 ③その他 ③その他
・ライフル射撃場が供用開始してお
らず、効果の評価はできない。

③地方創生に
効果があった

・ライフル射撃場が供用開始してお
らず、現時点での効果の評価はで
きないが、供用開始すれば、捕獲の
担い手の育成拠点として、今後の効
果が期待される。

（本事業が地
方版）総合戦
略のKPI達成
に有効であっ
た

・施設整備は計画どおり完了してい
る。
・新型コロナウイルス感染症の影響
もあり、当初計画と比べ本格稼働の
時期が遅れているものの、今後は
本施設を活用して、担い手育成に
取り組んでいただきたい。

③事業の継続
（事業変更を
伴わない継

続）



【国H30補正予算事業】

選択回答 選択回答 選択回答 選択回答 選択回答

② ④ ⑥

実績額
（総事業費）

2020年度終了後における実績値

単位：円 単位 2019年度 2020年度 実績値 最も大きな理由 次に大きい理由 左記を選択した理由 事業効果 理由 事業の評価 外部有識者からの意見 今後の方針 今後の方針の理由

指標①
合宿等に伴う県外からの施設利用者数（延べ人
数）

人 0 0 80 (2020) 80 0

・射場改築 指標② 施設利用者数（延べ人数） 人 2,600 0 400 (2020) 3,000 3,097

・屋内型サブフィールド新築 指標③ 施設利用料金収入 千円 0 0 810 (2020) 810 510

・クラブハウス新築

指標① 商品化件数 件 0 0 1 (2020) 1 1

・人間工学評価室の新設整備 指標② 依頼試験手数料 万円 0 0 80 (2020) 80 99

指標③ 技術相談件数 件 0 0 100 (2020) 100 104

1

アーチェリーを活用した地域活性化拠点整備
【総合スポーツセンター】

162,491,000 ①外的要因 ③その他

・新型コロナの影響により、一時期
県外との往来自粛等の制限があっ
たため。
・新型コロナの影響により、一時期
施設の利用を停止したたため。

（本事業が地
方版）総合戦
略のKPI達成
に有効であっ
た

・KPIについては全て目標値を達成
しており、施設整備の効果が認めら
れる。
・さらなる研究により、多様な産業と
の交流から優れた繊維素材の開発
を進め、繊維産業の高付加価値化
を実現していただきたい。

③事業の継続
（事業変更を
伴わない継
続）

・KPIを達成
①地方創生に
非常に効果的
であった

・KPIは全項目について目標値を達
成できた。本事業で整備した人間工
学評価室では、ダウンジャケットの
温感評価等の衣料分野での利用に
限らず、非繊維分野の製品・材料評
価にも多く利用された。こうした他業
種との交流は、産地の次世代繊維
産業への発展に繋がることが期待
できるため。

③地方創生に
効果があった

・新型コロナの影響により、合宿誘
致ができなかったこと等から、、KPI
の目標値は一部達成できなかった
が、仮設アーチェリー場で運営して
いた2018年度よりも利用者は増加し
ており、一定の効果はあったため。

③事業の継続
（事業変更を
伴わない継
続）

2

次世代繊維産業支援施設整備
【繊維工業試験場】

108,030,000

・新型コロナウイルスの感染状況を
考慮しつつ、今後も競技団体等と協
力して、県外からの合宿誘致や大
会の開催など、利用者増加に向け
た取組を実施していく。

（本事業が地
方版）総合戦
略のKPI達成
に有効であっ
た

・人間工学的評価技術の応用によ
り、従来の衣料分野における着心
地評価等に加えて、医療・ヘルスケ
ア等の新分野での製品開発に展開
させていく。具体的には、ニューノー
マルの必需品となったマスクについ
て、夏場の暑さ対策に関する着け心
地評価を実施する予定がある。

⑨

外部有識者からの評価（案）

・指標②については目標値を達成
し、また2018年度より増加しており
一定の効果は認められる。
・自立性の面で、新たなイベントを誘
致するなど、施設を有効に活用し利
用者の確保に取り組んでいただき
たい。

今後の事業展開の方向性

⑩

地方創生拠点整備交付金に係る事業評価について

（各交付対象事業の重要業績評価指標（KPI）の実績値等）

No

① ③ ⑤ ⑦ ⑧

事業実施計画
の申請時点で
の当初値

交付対象事業の名称

本事業における重要業績評価指標（KPI） 実施計画の申請時点での目標値 目標値未達の場合の理由 自己評価

指標 2020年度終了時点の目標値
＊開始前実績値＋2019



【国H31（R元）補正予算事業】

選択回答 選択回答 選択回答 選択可能 選択回答

② ④ ⑥

実績額
（総事業費）

2020年度終了後における実績値

単位：円 単位 2020年度 実績値 最も大きな理由 次に大きい理由 左記を選択した理由 事業効果 理由 事業の評価 外部有識者からの意見 今後の方針 今後の方針の理由

指標①
イノベーション・ハブで開催されるセミナー、イベ
ント等の件数

件 0 29 (2020) 29 38

・Gunma Innovation Top Floor　イノベーション・ハブ整備 指標② 群馬県庁３２階の来場者数 人 198,670 20,000 (2020) 218,670 300,111

・Gunma Innovation Top Floor　イノベーション・ハブ備品整備 指標③
地域課題解決ラボラトリーによる実証事業実施
件数

件 0 10 (2020) 10 11

指標①
産業技術センター
環境技術開発関連の依頼試験等収入額

千円 276.72 0 (2020) 276.72 297.00

・機能材料開発研究室整備 指標②
産業技術センター
環境技術関連の外部資金獲得額

千円 0 0 (2020) 0 0

指標③
産業技術センター
環境技術開発関連の技術相談件数

件 96 0 (2020) 96 101

指標① 商品化件数 件 2 0 (2020) 2 2

・科学試験室整備 指標② 依頼試験手数料 千円 6,264.0 0.0 (2020) 6,264.0 6,937.0

・空間除電システム環境整備
指標③ 技術相談件数 件 0 5 (2020) 5 15

指標① 牛群(経産牛)1頭当たり年間生乳生産量 kg 9,300 0 (2020) 9,300 9,300

・搾乳牛舎の増設整備 指標② 分娩産子のうち乳用雌牛分娩割合 % 48.00 0.00 (2020) 48 48

・堆肥化処理施設の改修整備 指標③ 牛群(経産牛)の1頭当たり分娩間隔日数 日 466 0 (2020) 466 466

・乳牛育成牛舎整備

3

1

Gunma Innovation Top Floor 整備事業
【群馬県庁３２階】

199,278,035

次世代繊維対応型開発・評価空間整備事業
【繊維工業試験場】

24,706,000

地方創生推拠点整備交付金に係る事業評価について

（各交付対象事業の重要業績評価指標（KPI）の実績値等）

No

① ③ ⑤ ⑦ ⑧

自己評価

⑨ ⑩

交付対象事業の名称

本事業における重要業績評価指標（KPI）
事業実施計画
の申請時点で

の当初値

実施計画の申請時点での目標値 目標値未達の場合の理由 外部有識者からの評価（案） 今後の事業展開の方向性

指標 2020年度終了時点の目標値
＊開始前実績値＋2020

・施設本来の機能をしっかりと果た
していくため、目下会員の増加に注
力しているところ。会員数、施設の
稼働率、認知度、セミナー・交流事
業の評価も上向いており、今後ユー
ザー視点での利便性、利用満足度
の向上を図っていく

2

機能材料開発研究室整備計画
【群馬県立産業技術センター】

60,698,000 ・KPIを達成
③地方創生に
効果があった

・KPIを達成
②地方創生に
相当程度効果
があった

・１～３月の実績では、会員登録者
数550社・人（うち月額会員8社・7
人）、コワーキング利用者のべ500
人、セミナー実施回数38件、同参加
人数のべ1898人と一定の利用実績
があったと考えられる

（本事業が地
方版）総合戦
略のKPI達成
に有効であっ
た

・施設整備について、計画通りR2年
度中に完了した。
・さらに、KPIについても全ての項目
で目標値を達成しており、施設整備
の効果は認められる。
・交流拠点としての機能を最大限発
揮できるよう利用者のニーズにあっ
た取組を推進していただきたい。

③事業の継続
（事業変更を伴
わない継続）

・本事業による施設整備は、予定ど
おり、R2年度内に完了した。高感
度・高精度測定を行う分析機能を有
し、環境技術開発に必要な清浄度
が確保された研究室が整備された
ことにより、県内企業のニーズに
沿った分析が可能となった。R3年度
以降、本格的に共同研究や依頼試
験などの企業支援を実施していく。

（本事業が地
方版）総合戦
略のKPI達成
に有効であっ
た

（事業実施年度のため、申請時点
の当初値から変化なし）

③地方創生に
効果があった

・事業開始1年目の工事期間であっ
たが、ICT、IoTを活用した大幅な自
動化を行い、省力・低コスト生産に
よる働き方改革と収益の向上を図
るための技術開発拠点の整備がで
き、一部施設を3月末に稼働を開始
したため。

・KPIを達成
①地方創生に
非常に効果的
であった

・2020年度は整備期間であり、施設
は同年度3月に完成した。本事業で
整備した空間除電システムは、導
入直後から、絹糸等の整経加工（織
物のたて糸を作る加工）で利用さ
れ、産地の活性化に寄与した。

4

酪農生産性改革研究施設整備
【群馬県畜産試験場搾乳牛舎】

227,897,913

（本事業が地
方版）総合戦
略のKPI達成
に有効であっ
た

・施設整備について、計画通り完了
した。
・整備した施設を有効に活用し、省
力化・低コスト化の生産に向けた技
術開発を推進していただきたい。

･施設整備について、計画通りR2年
度中に完了した。
・さらに、指標①、③について目標
値を達成しており、施設整備の効果
は認められる。
・整備した施設を活用し、技術開発
や分析を重ね、企業支援を推進し
ていただきたい。

⑤予定通り事
業終了

・整備事業としては、R2年度で終
了。
今後も、機能材料開発研究室を活
用した高感度炭素硫黄分析をはじ
め、環境技術開発分析のＰＲを行
い、利用企業の増加を図る。また、
分析事例を重ね、評価技術のレベ
ルアップを図り、企業の環境調和型
のものづくりを支援していく。

・施設整備について、計画通りR2年
度中に完了した。
・整備した施設を活用し、優れた繊
維素材の開発を進めていただきた
い。

③事業の継続
（事業変更を伴
わない継続）

・整備した施設等を本格的に稼働さ
せることにより、高機能繊維の開発
支援を発展させる。

・生産現場へ普及と生産基盤の強
化を図るための研究および実証拠
点とし、データ取得を実施していく。

③事業の継続
（事業変更を伴
わない継続）

（本事業が地
方版）総合戦
略のKPI達成
に有効であっ
た


